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令
和
二
年
七
月
二
一
日
、
石
岡
市
田
島
の
現
地
ほ
場
で
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
水
稲
栽
培
に
関
す
る
現
地
検
討
会

を
開
催
し
、
生
産
者
、
メ
ー
カ
ー
、
県
関
係
機
関
等
四
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
農
業
研
究
所
の
担
当
者
よ
り
、
新
規
需
要
米
の

多
収
と
省
力
化
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

る
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
追
肥
や
薬
剤
防
除
の
試
験
に
つ
い

て
、
次
に
ド
ロ
ー
ン
メ
ー
カ
ー
の
Ｄ
Ｊ
Ｉ
（
株
）
よ
り
、

ド
ロ
ー
ン
二
機
種
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

現
地
生
産
者
の
水
田
三
〇
ア
ー
ル
で
、
最
新
型
ド
ロ
ー
ン

を
利
用
し
た
追
肥
作
業
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に

飛
行
ル
ー
ト
を
設
定
し
、
自
動
で
肥
料
散
布
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
生
産
者
か
ら
は
、「
今
後
は
無
人
ヘ
リ
か
ら

ド
ロ
ー
ン
へ
の
切
り
替
え
が
加
速
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
。
将
来
的
に
は
購
入
を
検
討
し
た
い
。」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
よ
り
経
済

的
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
経
営
規
模
や
条
件
を
明
ら
か
に

し
、
対
象
と
な
る
経
営
体
へ
の
導
入
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
既
に
導
入
さ
れ
た
経
営
体
へ
の
利
用
技
術
を
指
導
し

て
い
き
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
水
稲
栽
培
に
関
す
る

現
地
検
討
会
を
開
催

ドローンメーカーによる最新機種の説明ドローンを利用した水稲追肥作業の実演



　

れ
ん
こ
ん
は
六
月
以
降
、
急
激
に

生
長
し
肥
料
が
多
く
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
基
肥
一
回
で
施
肥

す
る
場
合
は
肥
効
調
節
型
の
一
発
型

肥
料
を
使
い
、
複
数
回
に
分
け
て
施

肥
す
る
場
合
は
六
月
以
降
に
追
肥
を

行
い
ま
す
。

　

一
〇
ア
ー
ル
あ
た
り
の
施
肥
量

は
、
窒
素
二
四
、
リ
ン
酸
一
三
、
カ

リ
三
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
基
本
で
す
。

基
肥
と
追
肥
を
分
け
る
場
合
は
、
基

肥
に
窒
素
八
、
リ
ン
酸
一
三
、
カ
リ

一
〇
、
追
肥
に
窒
素
一
六
、
カ
リ

二
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
施
用
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
適
正
な
施
肥
量
は
ほ
場

の
収
量
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
表

の
と
お
り
施
肥
量
を
調
節
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
肥
料
が
多
す
ぎ
る
と
生

育
不
良
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
石
灰
窒
素
は
窒
素
肥
料
に

　

県
南
・
県
西
地
域
を
中
心
に
、
イ

ネ
縞
葉
枯
病
の
発
生
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
効
果
的
な
防
除
対
策
と

し
て
抵
抗
性
品
種
を
中
心
に
紹
介
し

ま
す
。

　

イ
ネ
縞
葉
枯
病
は
、
イ
ネ
縞
葉
枯

ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン

カ
が
水
稲
を
吸
汁
す
る
こ
と
に
よ
り

感
染
し
ま
す
。
こ
の
病
気
に
感
染
す

る
と
、
葉
に
淡
黄
色
の
縦
縞
（
や
や

ぼ
や
け
た
縞
の
入
り
方
）
が
で
き
、

穂
が
出
す
く
ん
だ
り
、
出
穂
し
て
も

不
稔
と
な
り
減
収
し
ま
す（
写
真
１
）。

感
染
後
に
治
療
は
で
き
な
い
た
め
、

予
防
が
重
要
で
す
。

　

抵
抗
性
品
種
は
感
染
し
て
も
ウ
イ

ル
ス
が
株
全
体
に
広
が
る
こ
と
を
防

ぎ
、
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。抵
抗
性
品
種
の
例
と
し
て
は
、「
ふ

く
ま
る
Ｓ
Ｌ
」、「
に
じ
の
き
ら
め
き
」、

「
ほ
し
じ
る
し
」、「
あ
さ
ひ
の
夢
」、「
夢

あ
お
ば
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

非
抵
抗
性
品
種
を
作
付
け
す
る
場

合
、
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
を
対
象
に
、

薬
効
が
長
期
持
続
す
る
育
苗
箱
施
薬

剤
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、イ
ネ
縞
葉
枯
病
よ
り
も
く
っ

　

九
州
を
中
心
に
関
東
地
方
で
も
サ

ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
発
生
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
発
生
す
る
と
防
除
が

困
難
で
被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
防
除
対
策
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
侵
入
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、
糸
状
菌

（
カ
ビ
）
に
感
染
し
た
種
イ
モ
や
苗
、

発
病
株
の
残
さ
や
土
壌
が
伝
染
源
と

な
り
ま
す
。

　

本
病
に
感
染
す
る
と
、
苗
や
茎
の

地
際
が
黒
く
変
色
し
、
株
の
萎
縮
や

葉
の
変
色
、
巻
葉
な
ど
の
症
状
が
見

れ
ん
こ
ん
の
適
正

施
肥
に
つ
い
て

イ
ネ
縞
葉
枯
病
抵

抗
性
品
種
を
作
付

け
し
ま
し
ょ
う

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐

病
の
侵
入
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

写真１
イネ縞葉枯病による穂の
出すくみと葉の縞模様

写真３写真３
株基部の変色（暗褐色～黒色）株基部の変色（暗褐色～黒色）

写真４
なり首側からの塊根腐敗

写真２
「ストライプ」に
よる葉の縞模様

表　収量※に応じたれんこんの施肥量
※目標収量ではなく過去のほ場実績収量のこと

ら
れ
ま
す
（
写
真
３
）。
感
染
し
た
イ

モ
は
な
り
首
側
か
ら
黒
く
変
色
し
、

腐
敗
し
ま
す
（
写
真
４
）。

　

防
除
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
本
病

の
発
生
地
域
か
ら
種
イ
モ
や
苗
を
持

ち
込
ま
な
い
こ
と
、
当
日
に
調
整
し

た
薬
液
を
用
い
て
苗
消
毒
を
行
う
こ

と
、
発
生
地
域
か
ら
持
ち
込
ん
だ
コ

ン
テ
ナ
等
の
道
具
・
資
材
は
消
毒
す

る
こ
と
で
す
。
明
渠
等
の
排
水
対
策

も
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た

め
に
は
、
ほ
場
を
移
動
す
る
時
に
農

機
具
や
長
靴
の
土
を
そ
の
都
度
洗
い

落
と
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

栽
培
中
は
本
病
の
症
状
が
な
い
か

よ
く
観
察
し
、
疑
わ
し
い
症
状
が
見

ら
れ
た
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

写真の出典：農研機構生研支援センターイノベーション創出強化研究推進事
業（01020C） 令和２年度版マニュアル「サツマイモ基腐病の発生生態と防除対策」
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-
pamph/138589.html

き
り
し
た
白
か
黄
色
の
縞
が
発
生
す

る
「
ス
ト
ラ
イ
プ
」
等
と
呼
ば
れ
る

株
が
あ
り
ま
す
（
写
真
２
）。
こ
れ
は

イ
ネ
縞
葉
枯
病
と
は
関
係
な
く
、
減

収
も
し
ま
せ
ん
。

も
な
り
ま
す
。
石
灰
窒
素
を
一
〇
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
施
用
す
る
と
、
窒
素
を

一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
施
用
し
た
の
と
同

じ
効
果
が
あ
る
の
で
、
基
肥
の
窒
素

を
少
な
く
す
る
か
、
石
灰
窒
素
併
用

型
肥
料
「
え
こ
は
す
」
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

10a あたり収量 窒素 リン酸 カリ

1,600㎏（400 箱） 12 6 16

1,800㎏（450 箱） 15 8 20

2,000㎏（500 箱） 18 10 24

2,200㎏（550 箱） 21 11 28

2,400㎏（600 箱） 24 13 32

土浦普及センターだより

農 作 業 に お け る 事 故 や 農 業 機 械 の 盗 難 に 気 を 付 け ま し ょ う



か
す
み
が
う
ら
市

　
「
湖
山
の
宝
」
推
奨
品
と
は
市
で
認

定
し
た
生
鮮
品
や
加
工
品
の
ブ
ラ
ン

ド
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
商
品
は
四
〇
種

以
上
。
今
年
の
新
た
な
商
品
は
、
祝

い
事
が
続
き
い
つ
ま
で
も
み
ん
な
笑

顔
で
い
て
く
れ
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
名
付
け
た
、
ブ
ラ
ン
ド
米
「
寿

米
流
（
す
ま
い
る
）」
で
す
。
商
品
は

市
内
に
お
い
て
、
地
産
地
消
レ
ス
ト

ラ
ン
「
か
す
み
キ
ッ
チ
ン
」
や
地
産

品
販
売
「
か
す
み
マ
ル
シ
ェ
」
を
運

営
す
る
「
か
す
み
が
う
ら
未
来
づ
く

り
カ
ン
パ
ニ
ー
」
で
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
恵
水
」
は
、
茨
城
県
が
育
成
し
た

な
し
の
新
品
種
で
す
。「
新
雪
」に「
筑

水
」
を
交
配
し
た
実
生
か
ら
選
抜
し
、

平
成
二
三
年
に
品
種
登
録
さ
れ
ま
し

た
。

　

収
穫
は
、
以
下
を
目
安
に
開
始
し

ま
し
ょ
う
。
▼
収
穫
時
期
は
例
年
、

九
月
上
旬
か
ら
下
旬
。
収
穫
始
期
は
、

満
開
後
一
三
五
～
一
四
〇
日
頃
か
ら
。

▼
適
熟
時
の
表
面
色
の
目
安
は
、
果

実
表
面
の
緑
色
が
退
色
し
、
黄
赤
褐

色
の
占
め
る
割
合
が
七
〇
％
以
上
と

な
っ
た
状
態
で
、
て
い
あ
部
に
や
や

緑
色
が
残
っ
て
い
る
状
態（
写
真
５
）。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、

次
の
よ
う
な
成
熟
特
性
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
収
穫
期
間
が
三
週
間
程
度
と
長
く
、

同
一
の
園
地
や
同
一
の
樹
内
で
あ
っ

て
も
樹
勢
や
側
枝
の
強
さ
に
よ
っ
て

ば
ら
つ
き
が
大
き
い
傾
向
。
▼
県
園

芸
研
究
所
内
に
お
け
る
収
穫
盛
は
収

穫
始
か
ら
一
〇
～
一
四
日
程
度
。
▼

夏
季
が
高
温
で
推
移
し
た
年
に
は
果

皮
色
の
着
色
が
進
ま
ず
、
収
穫
盛
が

遅
れ
、
果
肉
が
軟
化
し
や
す
く
な
る
。

▼
収
穫
期
後
半
は
前
半
に
比
べ
、
表

面
色
に
対
し
て
地
色
が
進
行
す
る
。

▼
果
肉
先
熟
が
予
想
さ
れ
る
年
に
は
、

収
穫
盛
以
降
は
、や
や
青
め
（「
恵
水
」

専
用
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
値
：
二
～
二
・

五
）
で
収
穫
し
て
も
果
実
品
質
に
問

題
は
な
い
。

　

豚
ぷ
ん
堆
肥
が
約
五
〇
％
使
用
さ

れ
た
肥
料
（
保
証
成
分
一
〇-

五-
五
）
を
活
用
し
た
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の

実
証
ほ
を
設
置
し
ま
し
た
。
生
育
期

間
中
の
病
害
虫
の
発
生
は
な
く
、
担

当
農
家
か
ら
は
『
例
年
よ
り
良
く
、

採
花
率
で
約
八
〇
％
（
例
年
六
〇
～

七
〇
％
）だ
っ
た
』と
高
評
価
で
し
た
。

　

SD
Gs

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

を
意
識
し
た
農
業
生
産
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

土
浦
市

　

地
域
農
業
振
興
と
花
き
経
営
体
支

援
の
た
め
、「
花
の
産
地
つ
ち
う
ら
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
二
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
六
月
一
九
～
二
四
日
に
は
父

の
日
に
併
せ
た
花
の
展
示
を
実
施
し

ま
し
た
。

石
岡
市

　

Ｊ
Ａ
新
ひ
た
ち
野
石
岡
梨
部
会
は
、

令
和
三
年
四
月
二
八
日
に
銘
柄
産
地

指
定
証
の
交
付
式
に
出
席
し
、
銘
柄

産
地
と
し
て
新
た
な
三
年
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
や
さ
と
梨
部
会
は
、
令
和
三

年
五
月
六
日
に
摘
果
講
習
会
を
開
催

県
育
成
な
し
品
種

「
恵
水
」
の
収
穫
・

成
熟
特
性
に
つ
い
て

循
環
型
農
業
に
貢
献

で
き
る
グ
ラ
ジ
オ
ラ

ス
栽
培
へ

写真５
ていあ部にやや緑色が残る状態

し
ま
し
た
。
着
果
状
況
を
確
認
し
、

高
品
質
な
果
実
を
出
荷
す
る
た
め
に
、

丁
寧
な
摘
果
及
び
徹
底
し
た
病
害
虫

防
除
を
実
施
で
き
る
よ
う
目
合
わ
せ

を
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
か
ら

　
　む
ら
か
ら

ま
ち
か
ら

　
　む
ら
か
ら

土浦普及センターだより

農 薬 は 正 し く 使 い ま し ょ う



山
内
　
拓
己
　
氏
（
養
豚
）

武
熊
　
真
史
　
氏
（
養
豚
）

　

今
年
度
、
新
た
に
次
の
皆
さ
ん
が
青
年

農
業
士
と
し
て
茨
城
県
知
事
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

　

効
率
的
で
優
良
な
繁

殖
管
理
を
は
じ
め
、
完

全
自
家
配
合
飼
料
の
活

用
、
飼
養
管
理
の
効
率

化
や
品
質
の
向
上
、
コ

ス
ト
低
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
の

養
豚
経
営
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
南
地
区
養
豚
青
年
部
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
を
牽
引
し
て
お
り
、
地

域
の
中
核
的
な
養
豚
農
家
と
し
て
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認

証
の
取
得
や
独
自
ブ
ラ

ン
ド「
武
熊
た
く
ま
豚
」

や
茨
城
県
銘
柄
豚
「
常

陸
の
輝
き
」
の
生
産
な

ど
経
営
力
の
向
上
に
意
欲
的
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
南
地
区
養
豚
青
年
部
に
所
属

し
、
県
内
の
養
豚
振
興
や
活
性
化
に
貢
献

す
る
な
ど
、
活
動
の
中
心
的
存
在
で
す
。

石
岡
市

か
す
み

が
う
ら
市 青

年
農
業
士

青
年
農
業
士

　茨城県では農業の技術向上や経営発展
に意欲のある方、農業を始めて間もない
方、将来就農を目指す方など幅広い方を
対象に、総合的な学びの場を提供する「い
ばらき農業アカデミーを開設しています。

　県立農業大学校では、高校等の卒業者
（若しくは見込者）、農業大学校卒業者、
短期大学等の卒業者（若しくは見込者）
を対象に学生を募集しております。

いばらき農業アカデミーのご案内 令和４年度茨城県立農業大学校
入学生募集のお知らせ

いばらき農業アカデミー事務局
（農業総合センター内）

T E L　02 9 9 - 4 5 - 8 3 2 1
FAX　02 9 9 - 4 5 - 8 3 5 0

茨城県立農業大学校
　T E L　02 9 - 2 9 2 - 0 0 1 0
　FAX　02 9 - 2 9 2 - 0 9 0 3

ホームページ Facebook

問い合わせ先
問い合わせ先

区　分 学科名 募集人員

学　科

農学科 ４０名

畜産学科 １０名

園芸学科 ３０名

研　究　科 １０名

　

今
年
度
、
土
浦
市
の
高
橋
剛

史
さ
ん
が
青
年
農
業
士
を
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

土浦普及センターだより

就 農 相 談 は お 住 い の 市 、 農 協 ま た は 普 及 セ ン タ ー ま で


